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問１：アルゼンチンアリと 

   ヒアリの特徴
とくちょう

を比 

べてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２：各務原市内でアルゼンチンアリが確認されてから何年たちましたか。 

(             )年 

問３：神戸市が現時点で｢安全が確保されている｣としている理由を書きましょう。 

   住宅街がヒアリの(           )に入っていないから。 

発展：自分の考えを書いた後、仲間と、この二つの記事について話し合いましょう。 

自分の感想(                              ) 

 
体長 色 特性 
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【活用にあたって】 

 今、自然環境の変化が様々な場面で注目を集めています。

その土地には、そこの環境に適応した昔からの生物が生息

していて、そこに外来生物が入ってくることで元からある

生態系が崩れる状況は、現実に起きています。 

 かつてのセアカゴケグモもアルゼンチンアリも、日本で

初めて見つかった際には大きなニュースになりました。 

今回見つかったヒアリは猛毒をもつということで更に大き

な話題となっています。子どもたちが自分の身を守るため

にも、こうした記事を活用して考えさせていきましょう。 

解答例 

問１： 

 

 

 

 

 

問２：１０年 

問３：行動範囲 

発展：自分の生活圏と離れていても、自分にもふりかかる

可能生のある問題として捉えられるとよいです。 

 体長 色 特 性 

アルゼンチンアリ 約2.5ミリ 茶褐色 一度に産む卵の数が

多く繁殖力が強い 

ヒアリ 約 2.5～ 

2.6 ミリ 

赤茶色。腹は

黒っぽい赤 

攻撃性が強く、強い毒

をもつ 


